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　　　　　　内部統制報告制度にお ける情報シ ス テ ム の 意義
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〈論壇要旨〉

　本稿では，プリ ン シ パ ル ・
エ イ ジ ェ ン トモ デル を用い て ，「株主が経営者に 営業努力 と統制努力

の 自発的発 現を促 し，か つ ，コ ン プ ライ ア ン ス の た め の 強制監査 に対応す る」 と い う均衡が存在

す るた め の 条件 を見 い だ し，そ の 条件 下で営業情報 シ ス テ ム や統制情報シ ス テ ム が ど の よ うな意

義を持 つ か を調 べ た．そ の結果，（D 統制努力に よ っ て 営業努力の 私 的 コ ス トが増大 して も，監

査 コ ス ト基準が十分低 く設 定され るな らば株主に 正 の 期待利得を与 え る均衡が存在す るこ とを確

認 した うえ で ，（2）営業情報 シ ス テ ム と統制情報シ ス テ ム の ノ イ ズ に極端な差異 が ない な らば ，

前者 へ の投資を先行 させ る こ とが 「無難」 で ある こ と ， （3）規制強化が予測 され る場合 ， す で に

規制 の 進ん だ環境にある企 業ほ ど営業情報 シ ス テ ム に投資す る効果が期待で きる こ と ， （4）監査

コ ス ト基準の 上昇が 予測 され る場合で も，精度の よ い 統制情報シ ス テ ム を有す る大企業株主 は ，

統制情報シ ス テ ム へ の さ らな る投資に よ っ て 期待効用 の 低下 を効率的に防止 で きる こ とを示 した，
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lhe　Significance　of 　l　lformation 　Systems　under 　lnternal　Control　Regulation
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Abstract

　 This　paper　invest1gates　conditions 　fbr　existence 　of 　equilibrium 　in　 which 　a　shareholder 　can 　derive　both

business　effort 　and 　control 　effort 　from　a　management 　who 　should 　be　subject 　te　audit　under 　internal　control

regulation ．　Given　these　conditions ，　I　shed 　light　on 　the　sigriificance　of　business　inforrnation　system　and

control 　information　system 　for　the　shareholder ．　The　main 　results　contain （1）Even　though 　a　private　cost　of

business　effort　increases　as　a 　result　ofthe 　increase　of　control　effort，
　there　exists　a　favorable　equilibrium 　for

the　shareholder 　if　an　audit　cost　base　is　set　suficiently 　low
， （2）When 　 business　infbrmation　system 　and

control 　information　system 　have　about　the　same 　precision，　the　shareholder 　might 　prefer　to　jnvest　in　Ihe

former，（3）When 　the　regulation 　is　supposed 　to　be　tightened，　the　more 　severe 　the　regulation 　is，　the　more 　the

shareho 】der　could 　expect 　preferable　effect　due　to　investment　in　business　inf（〕rmatlon 　system ，（4） Even

though 　the　audit　cost 　base　is　supPosed 　to　be　raised ，　the 　shareho 正der　of 　Iarge　cornpany 　that　has　precise

control 　information　system 　 could 　 compensate 　the　decrease　of 　her　expected 　uti且ity　by　investing　in　control

inf｛）rmation 　system ．
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1．緒論

　金 融商品取引法第 24 条の 4 の 4 の 内部統制 報告制度 の 導入 に呼応 し て ，多 くの 企業 で 内

部統制 の 整備 ・運 用 の
一

環 と して ，あ る い は ，
こ れ を契機 とし て IT へ の 投資が活発 に行わ

れ て い る．また ，「財務報告 に係 る内部統制 の 評価及び監査 の 基準並び に財務報告 に 係る内

部統制 の 評価及 び 監査 に関す る実施基準 の 設 定に つ い て 」（企業会計審議会；平成 19 年 2 月）

に お い て は，「内部統制 の 基本的要素」 として ，COSO （the 　Committee　of 　Sponsoring

Organization　of　the　［Ereadway　Commission （ト レ ッ ドウェ イ委員会組織委員会）；1992 年）

の 「内部統制 の 構成要素 」 5 要 素に加 えて ，
「IT （情報技術） へ の 対応 」 が謳われて い る．

本稿 の 目的は，プ リ ン シ パ ル ・エ イ ジ ェ ン トモ デル を用い て ，「株 主が経営者に 営業努力 と

統制努力 の 自発 的発 現 を促 し，か つ ， コ ン プ ライ ア ン ス の ため の 強制監 査 に対応す る 」 と

い う均衡が 存在す るた め の 条件を見い だ し，その 条件下にお い て 営業情報シ ス テ ム や 統制

情報 シ ス テ ム が担 う役割 を調 べ る こ とで あ る．

　本稿で 用 い る モ デル は，株 主を プ リン シ パ ル ，経営者 を エ イ ジ ェ ン トとす る 2 者 モ デル

で あ り，経営者 は株主か ら営業 と統制の 2種の タ ス クを指示 され る とす る．こ の 設定では ，

2 つ コ ン トロ
ー

ル 概念が存在 し得 る こ とに注意 を要す る．指示 された各タ ス ク に対 して経営

者 が実行する努力 の 水準は，イ ン セ ン テ ィ ブ シ ス テ ム を通 じ て 株主か ら間接的に制御 され

る ．これ を第 1 の コ ン トロ ール 概念 とすれ ば，経営者に 指示 され る タ ス ク と し て の 統制は

第 2 の コ ン トロ
ー

ル 概念 と して こ れ を前者か ら峻別す る必要が ある．実務 との 対応 を試み

るな らば，前者は コ
ー

ポ レ
ー

トガ バ ナ ン ス 概念，後者 は内部 統制概念 とそれ ぞ れ対応 させ

る こ とが でき よ う．本稿は，モ デ ル に均衡を与 えるイ ン セ ン テ ィ ブシ ス テ ム を求めそ の 性

質 を調 べ ると い う点で第 1 の コ ン トロ
ー

ル 概念 を用 い て い る が
，

こ れ はプ リ ン シ パ ル ・エ

イ ジ ェ ン トモ デル に よ る分析 的研 究 の
一般的特徴にす ぎない ．本稿 の 特徴は ， 従来 の モ デ

ル 分析で は暗黙的に前提 と され た営業 タ ス ク の 他 に 第 2 の コ ン トロ ール 概念 とし て の 統制

タ ス ク を明示的に 導入 し た うえで ，均衡の性質 を調 べ よ うとす る 点 に ある．

　プ リン シ パ ル ・エ イ ジ ェ ン トモ デ ル に よ る ア プ ロ
ー

チ で 2 種 以 上 の タ ス ク に対 す る努力

配 分 問題 を扱っ た代表 的研 究 には ， Holmstrom　and 　Milgrom （1987b）や Feltham　and 　Xie

（1994）が ある．前者 は，各 タ ス クに対 する メ ジ ャ
ー

の ノイ ズ レ ベ ル が異なる環境 にお い

て は，メ ジ ャ
ーを報酬 と結び っ けるイ ン セ ン テ ィ ブ強度が シ ン グル タ ス ク の 場合 と比 して

緩やか になる こ とを主張す る．後者は，マ ル チ タ ス ク をマ ル チメ ジ ャ
ー

によ っ て コ ン トロ

ール する場合の メ ジ ャ
ー間の バ ラ ン ス を論 じ て お り，「利得 と メ ジ ャ

ー
の整合性」お よび 「メ

ジ ャ
ー自身 の ノ イ ズ 」 に よ っ て どの よ うに メ ジ ャ

ー問 の バ ラ ン ス を変化 させ るぺ きか の 指

針 を与 え る ．ま た，Baker （2002 ）は ，マ ル チ タ ス ク を シ ン グル メ ジ ャ
ー

で コ ン トロ
ー

ル

す る場合 の 最適メ ジ ャ
ー

設計問題 を論 じ、メ ジ ャ
ー

の ノ イ ズ と歪み の ト レ
ー

ドオ フ があ る

こ と を指 摘 した うえ で そ の 解 決方法 を提 示す る．本 稿 は ，
こ れ ら先行研 究で は明示 され て

い な い タ ス ク の 「内容 」 を営 業 タ ス ク と統 制 タ ス ク の 2 種 に 特 定 し
， 両者 の 関係 を定義 し
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た うえで均衡の 諸性質 を調 べ て い る点で ，こ れ ら先行研究 の 特殊 ケ
ー

ス に関す る知 見を追

求 したもの と位置付ける こ とが で きる．

　　 ヨ
2．モ 丁 ル

　留保利得がゼ ロ で リス ク中立的な株 主 （彼 女） は ， 留 保 賃金がゼ ロ で 絶対的 リス ク 回避

係 数 r （＞ 0）の 指数 関数 型 効用 関数 を持 っ 経営者 （彼 ） に ，営業努力 el（≧ 0）と統 制努力

e2 （≧ 0）を要求する．　 el は キ ャ ッ シ ュ フ m − me
，（m ＞ 0）をもたらし，　 ez は統制環境 の 強化

を も た らす．彼女は ei（i＝ 1
，
2）の 実現値を知 る こ とは 出来ない が，営業情報 シ ス テ ム η1

と

統 制齢 ス テ 軅 通 ・て ・・ れそれ・ 一 儂驚 ・入 手 蜘 ・ ・ イ ズ

を 表 す確 率 変蜘 は N （o，　a ，

2
　）に した rll　5 ・経 営 者 は 略 努 h ・・

，
に対 し て （原 貝・亅）

多
2
（k・ ・）・ 私 的 ・ ス ・を負担す… か し証 ・ e

・
に よ ・ て統制環翻 ・化 され …

e
、
に 対す る私的 コ ス トは 上記 の θ（＞ 0）倍 とな る．株 主は ，経営者 に対 して 提示 して い る線

型 報酬契約 沁 ＝ 60＋ fi1　fi】 ＋ β2ちを執行す る と ともに，コ ン プ ライ ア ン ス の た め の監査を執

行す る濫 査 ・ ス トは （結 】麟 力・優れて い るほ ど安価 とな り） ！ （s ＞ o）で ある．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 e2

3．最善解

　株主 が θ，を観 察で き る揚合 に は ，参加 条件を保 証 し た うえ で ， 彼女の 欲す る e
，
の 水準を

経営者に指示すれば よ い ．こ の 前提 で の 株主 の 最適解 を最善解 とよぼ う．経営者の 期待効

用 の 確実性等価

　　　　　CE ・ 伽 鰡 ・ 魁 〔ξ（齢 剃一〔号（fi・
？
a

・

2
・ 曜 ）〕　 …

よ り，参加条件が バ イ ン ドす る 瑞 の 水 準 は

　　　　　　　6・
一 圭（e22k

− ・elm ・・1　
一・e

・fi・　・…
2k

θ・ ・陥
2

＋ 碗 ）　 …

とな る．一方，株 主の 期待利得
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EU
・

・ （… ）
一
（網 脚 細

一

  （3）

よ り，彼女 の 選 択す る6，，e，は （（2）式 を前提 と した β，eJに関す る
一階条件 か ら）そ れぞれ

00≡

≡

辱
　

甲
μ

鳥ー
・　　 〃〜

el ≡

房
　 　 　 ！

　．　　s3
e2 ≡

「
圏

　　 k5

（4）

（5）

とな る．こ の と き，株主 の 期待利得の 水 準は

E ひ
P

寧
巨

　

θ

2一
34

一
3

　

た

　

3
　

一2
　

刑

2kθ
（6＞

とな る ．なお ，こ の と き60は

　 　 　 　 　 　 弖 三

　　 加
2

＋ k3s3θ
β。

喚
≡

　 　　 　 2んθ
（7）

とな る．

（4）式 か ら，最善解で は 固定報酬契約 （印 ＝ β。

’
） とな る こ とが 確 か め られ る．「リス ク中

立な株 主 が す べ て の リ ス ク を 負担 し ，リ ス ク 回避 的な経 営者 に は リス ク を負担 させ な い 」

とい う意味で ，最適 な リス ク シ コ・ア リ ン グが 実現 し て い る ．

4．次 善解

　株 主が e
、
を観察で きない 場合 には ，参加条件 に加 え て ，経営者に e

、
を動機付 け る条件 が

必 要 とな る ．こ の 前提 で の 株 主の 最適解 を次善解 とよぼ う．経営者 の 期待効用 の 確 実性 等

価（1）式 よ り，彼 の 選 択する努力水準は （e
，
に関する

一階条件か ら）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　！l署　　  

となる か ら，参加条件が バ イ ン ドす る 廐 の 水 準 は
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　　　　　　　　　fi。　＝

一媚
2

＋ θ（粤 夛
κ ←1瑚 ）　 …

とな る。一方 ， 株主 の 期待利得（3）式 よ り ， 彼女の 選択す るβは （（8）お よび   式を前提 と し

た βに関す る
一
階条件か ら）

　　　　 m2

x71
†

・

澀
・

＋ keea ・

　 　 　 　 　 　 　 1

　 　 　 　 　2 ！

　 　 　 　 k3s3
β2

†
≡

　 　 　 　 1

（1・ keσ
、

z

）
3

となる．こ の とき，株 主 の 期待利得 と経営者 の 努力 の 水 準は ， それ ぞれ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4　　 　 2　 　　 　　 　　 　　 1　　 　 7　 2　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　　　加
4 − 3宙 ・

5
θ（1・ 厩 り

ぎ一3戸・・
i
θ
2
σ

、

2

（1・ keσ
、

2

）
3

EUp †
≡

　　　　　　　　　　　 2んθ（澀
2

＋ 吻
z

）

（10）

† ＿
el　＝

　 3
剏

km2θ＋ k2rθiffi2

　 　 　 ⊥

　　　s3

（11）

e2
†

≡

1
　　　　　 1

舶 ・ keσ22）
3

（12）

となる．

　両イ ン セ ン テ ィ ブ係数 〃 は r ，σ i
の 減少 関数で あ り， 経営者が リス ク 中立 （r ； O）か情

… テ ム の ・ イ ー ・ （q ＝ O ・ と き ｛郷 ・ な り … 解

el
†

＝ e；　 ，　 EU
尸

†＝EUp
’

が 実 現 す る ． し か し ， rσr
，

2
＞ 0 で あ る 限 り

｛1∴1嘱 即 ・ 一 ・・　 ・・
，

・
　… J」・・… 一 ・鯉 ・ f・ …

う， リス ク とイ ン セ ン テ ィ ブ の トレ
ー

ドオ フ が 存在す る こ とが確か め られ る．なお ，標 準

的なプ リン シ パ ル ・エ イ ジ ェ ン トモ デル の 帰結 と異な り，経営者 が努力に無関心 （k ＝ 0）

で あ っ て も最善解が実現 しな い の は ，
e2 の 動機付 けに失敗す るか らで ある ．

　最 善解と次善解に お ける株主の 期待利得の 差
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△EU 　≡ EU
’＿EU ↑

　 　 P 　 　 　 　 　 　 P 　 　 　 　 　 　 P

−・蘇 1
・ 吻

・ 一・瀞 ・ゲ ・ ・k；m2 。
1
〔1・ krc・

，

2

）1・ ・klr。
…
・ゲ （1・ k．，r2i）1（・3）

2（MZ ＋ keθ・・i）
に関 して ，

膵：1：！『細 細 響 響馬

であ るが，
bMU

・
の 符号は明 らか で はな い ．

∂M σ
・

＞ o と
D“EU

・
〈 o以外 は （日常的）

　 　 　 　 　　 ∂k　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　 ∂m 　　 　　 　 ∂θ

直感 と齟齬は なか ろ う．最善解に近づ くこ とに 意義 を見い だす とすれ ば ， 前者は ，生産技

術 が向上す るほ ど努力の 観察可能性を高め る投資が 有意で ある こ とを ， 後者は ，統制環墳

が 営業活動 に もた らす負担が 大きい ほ ど，努力の 観察可能性を追求す る価値が 低下す る こ

とを示 唆する とい え よ う．

5．分析

均衡の 存在に 関 して次の 命題が成 り立 つ ．

命題 1 ： 正 の 統制努力 に よ っ て，営業努力 の 私 的 コ ス トが通常以上 にな っ た （θ ＞ 1） と し

て も，株主 に正 の期待利得 を与 え る よ うな均衡が存在す る．

証 明 ：

ス テ ッ プ 1 ： EU
，

t
の 分子 を正 に す る θが存在する こ とを示 そ う．

　EU
，

t
の 分子 は θに関す る 二 次 （凹）関数であ る．こ れ をゼ ロ とす る 二 つ の θ

e
，

…

噺 魂岡
1一畜

　 　 　 　 　 　 　 　 1

6k3rsσ
、

2

（1・ keσ
、

！

）
i

　 　 　 　 　 　 　 　 　 B

　　 θ
2

≡

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ！

　　　　　　　　　　　　　　　　 6k3rsσ
、

2

（1・ keσ
、

z

）
・

に つ い て ， θ
i

〈 0 は 明 らか で あ るが ，θ
2
の 符 号は 必 ず し も明 らか で は ない ．

　

一 圃 1・ 霧

（15）

しか し ，
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A ＞ 0，B ＞ 0で ある か ら，も し B6　一　A6 ＞ 0で あれば θ
2

＞ 0 とい えよ う．実際，

　　 B6 − A6

− 1・Sk”

mi2rs
”

・
・

2

（1… a2i ）〔16・

・

a
・

4
・ 36k；rsl ・

，

・

（1・ ke…）；・ 27ki・：（1・ k…
2

）
1
〕・16・

　 　 ＞ 0

で あるか らθ
，

＞ 0で ある．こ れ は ，θ∈ （O，　e，）（≠ φ）が E 称
†
の 分子 を正 にす るこ とを意味

す る．

ス テ ッ プ 2 ： θ∈ （0，
。o）にお い て ，　 EUp †

は単調に減少する凸 関数であ る こ とを示そ う．

　　　　　　　　　　　
∂

咢
姻

一 一

隷；i箒守…　　 17・

か つ

　　　　　　　　
∂

夥
†

e．、。．。。）

−

ms ＋ 3

黯三譜
曜

・ … 　 8・

よ り示 された．

ス テ ッ プ 3：0 ＜ θ＜ θ2 は 0 ＜ θ＜ 。。 に お い て EU
，

t
を正 にす る唯一

の 区間で あ る こ とを示 そ

う．

　（11）式か ら EU
，

†
の 分子 は正 で あ るか ら，ス テ ッ プ 1お よび 2 よ り明 らか．

ス テ ッ プ 4 ： θ＝1に お ける EU
，

†
の 値を正 にす る s が 存在す る こ とを示 そ う．

　　　　　　　　　　　　　　　　　EU
，

†1。．i ＞ 0 　 　 　 　 　 （・9＞

を S に つ い て 整理す る と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 m12

となる か ら，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3

　　　　k4（m2 　・・k・crl2）（1・・keσ
，

2

）
　　　　　　　　　　　　　　　　　≡ ・up （s）0≦ s ＜

　　　　　　　　　3、β

　　　　　　・ ∈ （0，
・・p（s））（・ φ）

）02（

）12（
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は 叫
†1。。、

を正 にす る・

ス テ ッ プ 5 ： s ∈ （0，
sup （s））の とき，　 e

，
は 1よ り大きい こ と を 示 そ う．

　ス テ ッ プ 3 お よび 4 よ り

EU
・

†Lぺ
o ・ E σ

・

’1，．、

となる が ， EUp †
は θに対 して 単調減少で あ っ たか ら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 e
，

＞ 1

で ある．

ス テ ッ プ 6 ： 題 意が成 り立 つ こ とを示 そ う．

（22）

（23）

以 上 よりJs ・ （… up （s））游 在 し・そ ・ で は ・σノL圏
・ ・とな るか ら・題意が示 さ

れ た ．（証終）

　以上 よ り，株主 が経営者 に 営業努力 と統制 努力 の 自発的発現を促 し，か つ
，

コ ン プライ

ア ン ス の た め の 強制監 査 に対応する とい う均衡が 存在す るた め の 条件は，s ∈ （O，　sup （s））で

あ る と結論 され た の で ，次 に ，
こ の 均衡 の 性質を調 べ よ う．

　均 衡の 存在を保証す る閾値 で あ る sup （s）に つ い て ，次が成 り立 つ 。

命題 21 各情報 シ ス テ ム の ノ イ ズ を削減 す る こ とに よ っ て ， 命題 1 の 均衡 を保証 す る s の 範

囲を拡大す る こ とが で きる が
， （1）両 シ ス テ ム の ノ イ ズ が （現 状）等 し い 場 合の ほ か ，（2＞

統制情報 シ ス テ ム の ノ イ ズ が十分 に 大きい 場合に は ，営業情報シ ス テ ム の ノ イ ズ 削減に よ

。プ ， 。 効果
∂・・p（s）

が ，統糒 報 シ 。 テ ム の ． イ ズ肖、j減 に よるプ ， 。 蘇
∂・up （s）

。勝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ∂（
一

σ
、）　　　　　　∂（一σ

1）

る．

証 明 ：

　　　　　　　 m12
ω ≡

　　k4　（m2 　・　kr・
，

2

）
3

（1・ kecr22）
（24）

とお くと

辮 覊 （25）
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で あるか ら，（1）
∂・up （s）

と
∂・

の 符号は嗷 、，（，）
∂・・p（・）

と
∂sup （・）

。 大 ，1、

　 　 　 　∂ω

関係は　　　 　　　 と

　　　∂（
一

σ 1） ∂（一σ
、 ）

∂（
一
の

∂ω

∂（一・・
，）

の 大小関係に帰着す る．まず，

∂ω 6mi2rσfi

∂←σ
1） ∂（

一
勾

∂（
一

σ1） k3　（m2 ＋ ke・
、

2

）
4

（1・ ke・
，

2

）

　∂ω　　　　　　　　　2m12厂σ
2

＞ 0

∂（
一

σ
・） k3　（m1 ＋ k…

、

2

）
3

（1・ k・σ 22）
2

＞ 0

（26）

よ り，各情報 シ ス テ ム の ノイ ズ削減 が sup （s）を大 きくする こ とが わか る．次に ，

∂ω ∂ω

∂（
一

σ 1） ∂（
一

σ
、）

2mi2r（m2 σ
、

＋ σ
1 （3− ke（・・

1
　− 3・・

，）・
，））

k3（m2 ＋ ke・
、

2

）
4

（1・ keσ22）
2

（27）

の 分母 は正 だ か ら，

の とき（27）式は 正 となる．

3 − ke（儒
一3σ 2）σ

，
＞ 0

｛
r 〈

　　k・・
，
σ

、
− 3kσ 22

これ を r に つ い て 整理する と

　 　　　 3
if・・ ら 脅

　　　　・ 〉 吋 ・
・

〉 誓
cr2 ・ 警・ ・ き に ・ ・無 条 件 ・ ・

∂ω

（28＞

（29）

　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 ∂ω

　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　 一　 　 　 ＞ 0 す な わ ち ，とな る か ら，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂（一の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ∂（

一
σ

、）

∂・up （s）
．

∂・up （s）
となる．（言正終）

∂（
一

σ
，）　　　　　∂（

一
勾

　企業 に導入 され て い る各種情報 シ ス テ ム の ノイ ズに極端な差異がない とすれ ば，（統制情

報 シ ス テ ム で は な く）営業情報 シ ス テ ム へ の 投資を先行 させ る こ とが 「無難 」 で あ る こ と

を，こ の 命題 は示 唆 して い る．（29）第 1 式は 経営者 の リス ク回避性 に よ っ て は成立 しな い こ

とが あ り得 るが，第 2 式は経営者の リス ク回避性 とは無関係に成立 す る か ら で あ る、大手

企 業が ERP シ ス テ ム を導入 す る場合，まずは財務会 計情報や管理会計情報を 出力す る情報

シ ス テ ム を先行導入す るケー ス が非常に 多 くみ られ る が
，

こ れ ら は会計情報 を出力す る営

業情報 シ ス テ ム の 代表例 と考えれ ば，本命題が示 唆す ると こ ろ と矛 盾は ない よ うで あ る．

　均衡 にお ける努力水準に 関 し て
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鴫 〕司

畷諾〕一 蝋誓〕一 ・

蝋誓〕一即 團 一

喞 〔課ト〔訓・ − 1

（30）

お よび

贍 〕一 ＋ 1

sgn 〔醫〕一 嶋
sgn 〔署〕一 蝋咢

〕一

鄲 鬧 一 ・

〕一

鄲 鬮 司

（31）

が成 り立 っ ．璽 ． 。以外は 日轗 覚 との 乖離 は さほ ど感 じられ ない ．
　 　　　 　　 ∂s

命題 3 ： 監査 コ ス ト基準 ∫ が上昇する ほ ど，大きな統制努力 を引き出す こ とが で きる．

証明 ．

∂θノ　　　　　1

°s
・・1・

詈
（1・ 砺 ）

1
＞ 0 （32）

（証 終）

　 （当局 の 監査報酬規定の 改定な どに よ り）監査 コ ス ト基準値 s が上 昇す る と，監査 コ ス ト

の 増加 を挽えよ うとす る株主の 意図 的が イ ン セ ン テ ィ ブシ ス テ ム を通 じて経営者に働 きか

… 　 e2 ・ 賜 直・ 上昇・通 ・ て

毒・
一

定・・保 ・ ・とす ・惆 み が ビ ル ・イ ・ ・れ ・ ・ μ

解釈 で き よ う．

以 下 4 つ の 命題 は ， 株主の 期 待利 得に関す る比 較静学分析に よる．は じめ に

　　　　　　　畷黔 刊

　　　　　　　軽割 一

喞 際 〕一 画響〕
　　　　　　　一画

∂

劉 一sg ・〔
∂

咢〕領
∂

割 一 刈

（33）
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　　　　　　　　 を掲 げて お こ う．内部統制に 関す る規制が強まれ ば，θの 値が上昇す る と考 え るの は 自然だ

　　　　　　　　 ろ う．（33）式か ら，θの 上昇は EU
．

t を引き下 げる．これに対抗 して ，　 EU
，

†を一定に保 つ

　　　　　　　　 た め に情報 シ ス テ ム の ノ イズ を削減す る こ とは ， どの よ うな状 況 で よ り効 果 的だ ろ うか ．

　　　　　　　　 次が 成 り立 っ ．

命題 4 ： （当局の 規制強化な どに よ る）θ上昇が EUp †
に与える マ イナ ス 効果

っ て 補填 され るが ，現状 の θが小 さければ ，こ の よ うな こ とは起 こ らない ．

∂EU
・

†

は ， 現
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ∂θ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂EUp †

状の θが十分に 大 きければ，営業情報 シ ス テ ム の ノ イ ズ削減 に よるプラ ス 効果　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　に よ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂（一σ
，）

証明 ；

　まず，

∂EU
，

t

　∂θ

∂EU
，

t

∂（一σ
、）

　∂EUp †

十

　　∂θ

m4 （m
’

＋ 2keeq2）
　　　　　　　　　　 ＜ 0
2kθ

2
　（m2 　・　k・θ・

，

2

）
2

　　m4r σ
i

　 　　 　　 　　 ＞ 0

＠
2

＋ 励
、

2

）
2

班
4

（
一

加
z

＋ 2keθ
Zff1

　− 2keθcr12）

（34）

で ある こ とが確か め られ る．次に ，

　　　　　　　　　∂EUp †

　　　　　　　　 ∂（
一

σ1）

の 分母は 正 だ か ら，

の とき（35）式は 正 となる．

　　　　　　　　2kθ
’

（m2 ＋ kee・
，

’2
）
2

　 − m2 ＋ 2kアθ
2
（Tl − 2kアθa

，

2
＞ 0

こ れ をθに っ い て 整 理する と

）53（

）63（

θ ＜ 弖 ユ
　 　 2　 2

0r

θ 〉
弖 ＋ 1

　 　 2　 2

2m2krσ ，
3

　 　 　 1

　妙σ L

2m2krσ．
3

　　　
1

≡ e
。

　krσ 1

（37）

とな るが，第 1式右辺は負で ある か ら，第 2 式の み有効で ある．すなわち，θ ＞ e
，
の とき

・ ・ み 鐸）
・ ←嘲 ・な・・（証終）
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　 こ の 命題は，さらなる規制強化 が予 測 され る場合に ，すで に規制の 進 んだ環境に あ る企

業 ほ ど，（会計情報を出力す る）営業情報 シ ス テ ム に投資する効果が期待で きる こ とを示唆

し て い る．ま た，現状の 規制が 比較的 緩や かな環境下 で は ，情報 シ ス テ ム へ の 投資 は （相

対的に）消極的に な る傾向が 予測 され よ う．

　EU
，

t
を
一定に保 っ た め の （対抗）策 として，生産技術を 向上 させ る こ とが よ り効果的な

の は ，どの よ うな状況だ ろ うか．次が成 り立 つ ．

命題 ・ ・ （当局・ 規制強化な ・に よる・ ・上昇・ 即 蹴 る・ イナ ・ 効果讐
†

1・・ 現

状の θが 粉 に大きければ 生齦 術 の 改善に よるプ ラ。 蘇
∂EU

・

t

によ 。 て 補填 され る
　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 ∂m

が
， 現状 の θが小 さけれ ば ，

こ の よ うな こ とは起 こ らな い ．

証明 ：

　まず ，

∂

黜 箸i篶藷
・ ・

で あ る こ とが確 か め られ る．次に ，

　　　　　　　　　・EU
，

t

＋

∂叫 L ・
3

（m
− 2θ）（m2 ＋ 2keθ・ 12）

　　　　　　　　　°m 　 ∂θ 　 2kθ
2

（m2 ＋ ke・ecr1・
2

）
2

（38）

（39）

の 分母 は 正 だ か ら，

　　　　　　　　　　　　− m3 （m − 2θ）（m2 　・・2k・θ・・
、

2

）・ 0 　 　 　 　 （4・）

の とき（39）式は正 とな る．こ れ を θ に つ い て 整理 す る と

　　　　　　　　　　　　　　　　　 0 ＜ m ＜ 2θ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（41）

・な・ か ・… ：・ ・ き響 ・ （一
∂

黜 ・な・ ・証終・

　前 命題 と同 じよ うに ，こ の 命題 も．さ らな る規制強 化が 予測 され る場合に ，すで に規制

の 進 んだ環麌に ある 企業ほ ど，既存設備 の 改良や新設備の 導入 な ど，生産技術 向上に投資

す る効果が期待 で き る こ とを示唆 して い る ．現状 の 規制 が 比較的緩や か な環境 下で は ， 生

産技 術 向上 の た め の 投資は （相対的 に）消極的にな る傾向 が予 測 され る こ とも前命題 と同

様 で ある．

　上 記二 命題か ら，さらなる規制 強化 に 対 し て ，営業情報 シ ス テ ム の ノ イ ズ 低減 と生産技

術 の 向上 が よ り効果的 で あ る状況が 「似か よ っ て い る 1 こ とが わ か っ た ．そ こ で ，両者の
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EU †
に対す る 「貢献度」を さらに具体的に比較す るた めに，両者 の 微小変化に 対す る EU †

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 P　 P

の 反応 を比 べ てみ よ う．次が成 り立 っ ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ∂EUt
命題 6 ：営業情報 シス テ ム の ノイ ズ削減 に よるプラ ス 効果 　　

P
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 が，生産技術の 改善に よ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂（
一

σ
、）

　　　　　　 ∂EU †

　　　　　　　　
P

を上回 る の は，（1）現状 の m とθが ともに十分大きい 場合か，（2）そるプ ラ ス 効果

　　　　　　　∂m

れ らが ともに十分 に小 さ い 場 合で あ る．

証 明 ：

∂EU
．

・
∂即 m3 （− m2 　＋・kmr θai − 2keea

，

2

）
∂（

− al ）　 ∂m kθ（m2 ＋ keθ・
，

2

）
2

（42）

の 分母は 正 だか ら，

＿m2 ＋ k7nrθσ
＿2潅アθσ

2
＞ 0

　 　 　 　 　 　 1　　　 　　 　　　 1
（43）

の とき（42）式は 正 となる．こ れをθに っ い て整理 する と

　　　　　　　　　　にi；；；；：∵警　 （44）

とな る か ら， m ＞ 2σ i か っ θ ＞ e
，
の と き ，あ る い は ，

　 m 〈 2σ
i
が つ θ ＜ e

，
の と き に

∂叫
〉

∂叫
となる．（証終）

∂（
一

σ t）　 Om

　こ の命題は ，「当面 さ らな る規制強化は予測 され な い 」 とい う意味で の （い わ ば）「（法的）

定常状態」 に お い て ，（生産 技術向上 へ 向 けた投資よ りも）営業情報 シ ス テ ム 精度向上 へ 向

けた投資が よ り価 値を持 っ 状況 を特徴付けて い る．命題 中 （1）の 状況 は，内部 統制 に関す

る厳 し い規制下にお い て ， 自社が 既に ハ イ レ ベ ル な生産技術を保有 して い る とい う特 徴を ，

（2） の 状況 は ， 緩や か な規制下 に お い て ，自社の 生 産技術に は改 良の 余地 が 多数ある とい

う特徴 を有 して い る．営業情報シ ス テ ム へ の 投資が特 に効果的な の は
， （規制 の 弱い ）新規

分 野 の 成長途上 の 企業や，（規制の 強 い ）成熟分野 の 大規 模企業で あ る こ と を示 唆す るもの

と解する こ とも で きよ う．企業 の 固定資産投資は ， 企 業 の 成長 に あわ せ て ，情報 シ ス テ ム

→ 生産設備
一

・情報シ ス テ ム と進 む傾向 を暗示 して い る の か も し れ ない ，

　同 じ く 「当面 さ らな る規制 強化は 予測 され な い 」 と い う前提 で ，監査 コ ス ト基準 S が上昇
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した場合に，EU
，

†
を
一

定に 維持するた め の 策 と し て ，統制情報 シ ス テ ム の ノ イ ズ 削減が よ

り効果 的で ある の は どの よ うな状況 か 調 ぺ よう．次が成 り立 っ 、

命題 7 ： （当局 の 監査 報酬 規 定 の 改訂 な どに よ る） s 上 昇が EU
，

t
に 与え る マ イ ナ ス 効 果

∂EU †
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ∂EU

，

t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 に よ っ て補填 され る　　
P

が ，統制情報 シ ス テ ム の ノ イ ズ削減に よ るプ ラ ス 効果
　 ∂s

が小 さく，か つ ，経営者 の リス ク回避性が 高い 場合で あ る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂（
一

σ
，）

の は ，（1）現状 の σ 2 が 大き く，か つ ，経営者 の リス ク回避 性が低い 場 合か，（2）現状の σ2

証明 ：

　まず，

∂EU †

　 　 P 　＝＿

　 ∂s

∂Eび
P

†

∂（一σ
、）

　 　 　　 　三

（1・ k・σ
22）

3

− k3（1
− ke・σ

、
＋ keσ

22 ）
・

1　　　　　 1
k9（1・ ke・

・
22）

・

　 　 　　 　 　 　 ＜ 0
　 　 　 1
　 　 　53

　 E　 三

k3rs3σ 2
　 　 　　 　 ＞ 0

（45）

であ る こ とが確 か め られ る ．次に ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヨ　　　　　　 　　　　　　　　 　 1

　　　　　　　　　鍔）
・ 撃 詰圃

1　　
（46）

の 分母 は 正 だか ら，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 レ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　　　　　　　　　　　　　− ki（1− ke・σ
、

＋ keσ22）
i

・ 0 　 　 　 　 （47）

の とき（46）式は 正 となる ．こ れを r に つ い て整理する と

　　　　　　　　　　　｛：：甕：∵
〈 s

　 （48）

とな るか ら， σ 2
＞ s か っ r 〈 ro の とき，あ る い は， σ z

＜ s か つ m ＜ 2σ 1 か つ r ＞ ro の とき

に
∂叫

†

〉

∂叫
†

と妬 （証終）
∂（一σ

、）　 ∂s
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内 部統制報告制度に お ける情報 シ ス テ ム の 意 義

　 こ の 命題 で も二 つ の 状況が 特定 され て い る．命題 中 （1） の 例 として ， 統制情報 シ ス テ ム

が 整備 され て お らず，経営者が （兼務が許 され るな ど）多 くの リ ス ク分散手 段 を有 して い

る場合が挙 げ られ よ う．（他 の 企業の ）従業員 と し て 働 きなが ら，小 さな企 業 の 経営者と し

て も活 動 して い る よ うな状況 な どが典型 的か も しれ ない ．こ の よ うな状況で は ，統制 情報

シ ス テ ム も存在 しな い か ，あっ て も未整備 と予 想 され よ う，（2）の 例 と し て ，統制情報 シ

ス テ ム が整備 ・運用 が 進ん で おり，か つ ，そ の 企業 の 経営 に 「一意専心 」 せ ざるを得ない

よ うな大企業経営者 の 状況 を想定する こ とが で きよ う．こ の よ うな （あ る意味で ）両極端

な状況にお い て は，s 上昇へ の 対抗策 と して の 統制情報 シ ス テ ム 投資が よ り大き な価値を有

す る と こ とを，こ の 命題 は示唆 し て い る．長期的観 点で S の 上昇が恒常的で あ る とすれ ば，

（前命題 と同様に）情報 シ ス テ ム へ の 投資が企業 の 黎 明期 と成熟期に集中す る傾向が ある

こ とを暗示 して い る の か もしれ ない ．

6．結論

　本稿では ，「株主 が経営者 に営業努力 と統制努力 の 自発的発現 を促 し，か つ ， コ ン プ ラ イ

ア ン ス の た め の 強制監査に対 応す る 」 とい う均衡 が存在す るた め の 条件を見 い だ し，その

性質 を調 べ た．具体的 には ，監査 コ ス ト基準が 特 定の値未 満で あれ ば，正 の 統制努力 によ

っ て
， 営業努力 の 私的 コ ス トが 通 常以上 にな っ た と して も，株 主 に 正 の 期 待利得 を与 える

よ うな均衡が存在する こ とを示 した．そ して，そ の 均衡 に 関する比 較静学分析 を通 じて ，

当該環境下 に お い て営業情報シ ス テ ム と統制情報 シ ス テ ム が どの よ うな意義を持 っ か を調

べ た ．
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